
  

次期 SIPが満たすべき要件 

 

 

① Society5.0の実現を目指すもの。 

 

② 生産性革命が必要な分野に重点を置いていること。 

 

③ 単なる研究開発だけではなく社会変革をもたらすものであること。 

 

④ 社会的課題の解決や日本経済・産業競争力にとって重要な分野 

 

⑤ 事業化、実用化、社会実装に向けた出口戦略が明確（５年後の事業化等

の内容が明確） 

 

⑥ 知財戦略、国際標準化、規制改革等の制度面の出口戦略を有しているこ

と。 

 

⑦ 府省連携が不可欠な分野横断的な取り組みであること。 

 

⑧ 基礎研究から事業化・実用化までを見据えた一気通貫の研究開発 

 

⑨「協調領域」を設定し「競争領域」と峻別して推進（オープン・クロー 

ズ戦略を有していること。） 

 

⑩ 産学官連携体制の構築、研究開発の成果を参加企業が実用化・事業化に

つなげる仕組みやマッチングファンドの要素をビルトイン。 
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